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研究成果の概要（和文）：本研究では、子育て支援における親・家族と保健師の対話に注目し、継続的な子育て
支援を実現するための「対話的子育て支援のための心構えガイド」を考案した。
保健師へのインタビューを行い、データを質的帰納的に分析した。継続的な支援において保健師が心がける対話
の姿勢を明らかにし、「対話的子育て支援のための心構えガイド」とした。保健師によるガイドを意識した実践
と、実践後のインタビューにより、このガイドが対話を続ける拠り所となること、対話の姿勢への新しい理解を
見出す足がかりとなることが明らかとなった。また子育て支援を“子育ての物語を共創していくこと”と考える
“対話的子育て支援”という支援のあり方を提示した。

研究成果の概要（英文）：This study focused on the dialogue between public health nurses and 
parents/family regarding child-rearing support and established a mental readiness guide to achieve 
continuous child-rearing support.Public health nurses were interviewed, and the data were analyzed 
using a qualitative inductive approach. The attitude toward dialogue that public health nurses 
consider within the continuous support was identified, and a “Mental readiness guide for dialogical
 child-rearing support” was created. Through actual practice by the public health nurses, keeping 
the guide in mind, and post-practice interviews, the guide was found to be a foundational reference 
for continuing the dialogue and provided a foothold for discovering a new way to understand the 
attitude towards the dialogue. Moreover, how support should be for “dialogical child-rearing 
support” that considers child-rearing support as “co-creating a story of child-rearing” was also 
presented.

研究分野： 地域看護学

キーワード： 子育て支援　対話　多声的　子育て世代包括支援センター　継続支援　児童虐待予防
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研究成果の学術的意義や社会的意義
学術的意義として、子育て支援を「対話」という視点で見つめ直すことで、子育て支援とは、親・家族と保健師
が一緒に創るものであるとし、“子育ての物語を共創すること”を重視した“対話的子育て支援”という支援の
あり方を提案したことが挙げられる。社会的意義として、継続的な子育て支援における親・家族との対話におけ
る保健師の姿勢を示し、対話の姿勢について理解を広げるための足がかりにもなる「対話的子育て支援のための
心構えガイド」を考案したことが挙げられる。これにより、これまで言及されていなかった子育て支援における
親・家族と保健師との対話について明示し、継続的な子育て支援の実現に寄与した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

子育て支援における課題として，育てにくさを感じる親への支援の充実，子育て不安の

軽減や児童虐待予防，貧困や健康格差への対応などが注目されている。これらの課題では，

問題が深刻化する前からの予防的介入が重要とされ，また問題の本質が複雑であることか

ら，妊娠期からの継続的な支援が必要不可欠となる。継続的な子育て支援のためのワンス

トップ拠点となる子育て世代包括支援センターの設置が進められ，継続的で切れ目ない支

援を提供するためのシステムの構築や多職種連携の方法は多数検討されてきた。システム

構築や多職種連携に加え，継続的な支援では，親・家族と専門家との関係性，つまり親・

家族と専門家の対話のあり方も重要となる。子育て世代包括支援センターと類似点をもつ

フィンランドのネウボラにおいては，対話が主たる支援のひとつであり（髙橋，2015），

住民はネウボラ保健師との対話を求めてネウボラを訪れる（Kokko，2018）とされている。

継続的な子育て支援において「対話」は重要であるが，「対話」について検討した文献は

少なく，諸外国の取り組みを紹介したものが散見されるのみであり，日本の子育て支援活

動における対話を検討した報告は見当たらなかった。また児童虐待予防の観点ではハイリ

スクアプローチだけではなく，ポピュレーションアプローチの充実も重要となるが，ポピ

ュレーションアプローチを意識した対話のあり方は示されておらず，実践における対話の

あり方は個々の専門家の技術に委ねられている。 

日本における母子保健活動や子育て支援活動に焦点を当て，継続的な子育て支援におけ

る親・家族と専門家との対話のあり方や，対話における専門家のスタンスを明示すること

は，日本の子育て支援活動を基盤とした継続支援の実現と，それによる子育て支援の課題

解決や予防的支援の充実に寄与する。 

２．研究の目的 

 本研究の目的は，①対話的な子育て支援における専門家のスタンスや役割を明らかにす

ること，②母子保健活動や子育て支援での親・家族との対話において保健師が考えるスタ

ンスや役割，葛藤，継続的な支援のために大切にしていることや工夫を明らかにすること，

③実践現場との協働により「対話的子育て支援のための心構えガイド」を考案すること，

である。 

３．研究の方法 

１）研究デザイン 

 本研究は，G. Bateson (1972)の円環的相互作用の認識論，そして“現実は，人と人が関

係し合い社会的につくられるもの”とする社会構成主義（Hoffman，1992），語りであり語

られた物語，語られる関係性に注目するナラティヴ（McNamee & Gergen, 1992；野口，2002）

に依拠した。 

２）研究方法 

(1) 目的①：対話的な子育て支援における専門家のスタンスや役割を明らかにする 

 国内文献・国外文献のレビューを行い，子育て支援における対話での専門家と住民の関

係性や対話における専門家のスタンスを整理して明らかにした。国内文献・国外文献レビ

ューの方法は，それぞれ以下の通りである。  

 国内文献については，医学中央雑誌，CiNii を用い，“ネウボラ”“子育て支援包括支援

センター”をキーワードとして文献を検索した。国外文献では，PubMed を用い，“community 



health nurse”“public health nurse”“communication”“dialogue”“relationship”を

キーワードとし，英語文献を検索した。抽出された文献から，会議録，対話に関連のない

もの，子育てに関連がないもの，体制づくりや保健師の満足感に関するもの，そして，重

複する文献を除いた。そこから，支援者と親との関係性や対話について記載されていた文

献を抽出した。分析は，国内文献・国外文献それぞれで実施し，抽出した対象文献につい

て，支援者と親の関係性や，対話における専門家のスタンスに関する報告内容を意味内容

により整理した。 

(2) 目的②：母子保健活動や子育て支援での親・家族との対話において保健師が考えるス

タンスや役割，葛藤，継続的な支援のために大切にしていることや工夫を明

らかにする 

 市町村保健師へのインタビューを行い，継続的な子育て支援のための親あるいは家族と

の対話において，保健師が心がける対話の姿勢を明らかにした。 

 研究参加者は，母子保健や子育て支援に従事する保健師とした。データは，半構成的イ

ンタビューにより収集し，継続的な子育て支援での親・家族との対話において，心掛ける

ことやスタンス，役割，葛藤，工夫について尋ねた。インタビューは ICレコーダーに録音

し，逐語録を作成した。データは，保健師が心がける姿勢と，姿勢に基づく対話の技につ

いて質的帰納的に分析し，文脈や意味のまとまりにより【カテゴリー】を生成した。分析

の厳密性のため研究参加者からメンバーチェッキングを受けた。所属機関臨床研究倫理委

員会の承認を得て実施した。 

(3) 目的③：実践現場との協働により「対話的子育て支援のための心構えガイド」を考案

する 

 上記(2)により明らかとなった継続的子育て支援における対話での保健師の心構え・スタ

ンスから「対話的子育て支援のための心構えガイド」を作成し，保健師による心構えガイ

ドの実践での活用と，実践後のインタビューを行った。研究参加者である保健師のうち，

承諾の得られた者に心構えガイドを意識した実践を依頼し，保健師に実践後のインタビュ

ーを行った。データは，半構成的インタビューにより収集した。インタビューでは，心構

えガイドの用いやすさ，親や家族との関係性の変化，対話や子育て支援への保健師の考え

方の変化などについて尋ねた。インタビューは ICレコーダーに録音し，逐語録を作成した。

データは，質的帰納的に分析し，文脈や意味のまとまりにより【カテゴリー】を生成した。

所属機関臨床研究倫理委員会の承認を得て実施した。以上により，実践における用い方，

効果，充実や検討が必要な視点への示唆を得た。 

４．研究成果 

１）目的①：対話的な子育て支援における専門家のスタンスや役割を明らかにする 

国内文献レビュー（Yamamoto, Kadoma & Asano,2020; 山本，門間，浅野，2021a），国際

文献レビュー（Yamamoto，2022）の結果，以下が明らかとなった。 

国内文献レビューの対象文献には，①学術論文として報告された文献（21 件），②事例

紹介や保健活動を紹介した文献（55 件）があった。①学術論文として報告された文献では，

家族と専門家の対話において重要なこととして，親と専門家が互いに尊重し合うこと，対

等な関係の重視，双方向性への敬意，顔の見える個と個の関係，相手が語りやすいように

する専門性，どのように子どもを育てたいのかという未来語りなどが報告されていた。ま

た対話における専門家の姿勢として，子どもと家族の目線に立つこと，Feeling を聴き，

Felling を伝えること，家族をより理解していく時間として健診を捉えること，が挙げら



れていた。②事例紹介や保健活動を紹介した文献は，21 市区町村（1政令指定都市を含む），

2 府県から活動が報告されていた。報告内容は，親・家族と支援者の関係づくりと，切れ

目ない支援体制の構築に二分された。親・家族と支援者の関係づくりとしては，担当保健

師との顔の見える関係づくり，親子関係への支援の充実，父親も含めた家族支援が報告さ

れていた。切れ目ない支援体制の構築としては，産前・産後サポートの充実，学齢期まで

の情報の一元化，保健事業による継続性の維持，母子保健コーディネーターの育成，保健

師間の情報と方針の共有，関係部署・関係機関との連携の強化，が報告されていた。 

 国外文献のレビューでは，抽出された対象文献（13件）のうち，複数（5件）がフィンラ

ンドにおける研究であった。対話における保健師の役割として，そばにいること，話を聴

く，気持ちを落ち着かせる，相手の理解，アドバイス，励まし，自尊心の確認，話し合し

やすい雰囲気の提供，個別性の尊重，意思決定への支援，情報の提供・共有，専門的スキ

ルの提供，家族支援，調整・仲介があった。対話における関係性として，信頼関係，協力

的・対等なパートナーシップ，親しい・親密な関係，積極的に関与する関係，継続的な関

係，自信を支える関係が報告されていた。 

２）目的②：母子保健活動や子育て支援での親・家族との対話において保健師が考えるス

タンスや役割，葛藤，継続的な支援のために大切にしていることや工夫を明

らかにする  

 保健師へのインタビューの結果，以下が明らかとなった。 

 インタビューの参加者は，経験年数 6年から 30年で，母子保健や児童福祉に充実した経

験がある市町村保健師 10名であった。 

 継続的な子育て支援のための対話で保健師が心がける姿勢として，【相手の物語を大切に

する】【「あなたと私」という関係を目指す】【To be continued がつくる変化を信じる】【相

手とのやりとりから自分自身を知る】【余白を認め，一緒に物語をつくり続ける覚悟を決め

る】【相手が物語をつくりながら自分で歩めるように育てる】【いくつかの考えを等価に並

べ，自由な選択を保障する】が明らかとなった。保健師は，対話が民主的であるための姿

勢を重視していた。また保健師自身が覚悟を持つことや相手を育てるといった保健師独自

の姿勢があることも示唆された（山本，門間，浅野，2021b）。 

 上記の姿勢に基づく保健師の技として，【聴くこと】，【話すこと】，【聴くこと-話すこと

を続ける】，【対話のバトンを周囲につなぐ】，【対話を続けるための支えを得る】，【対話が

続くその先を描く】が明らかとなった（山本，大島，2022）。 

 本研究において保健師は，子育ての物語を親や家族と共創し，その物語を親・家族が自

分の力で歩んでいくことを目指して対話を続けていた。このことから，子育て支援は，親・

家族と保健師が一緒に創るものであると考えることが可能であり，子育て支援を“子育て

の物語を共創すること”と考える“対話的子育て支援”という支援のあり方が提案できる

と考えた。 

３）目的③：実践現場との協働により「対話的子育て支援のための心構えガイド」を考案

する 

 上記，目的②により明らかになった対話における姿勢から「対話的子育て支援のための

心構えガイド」を作成し，作成した心構えガイドを意識した実践を保健師に依頼し，実践

後インタビューを行った。研究参加者である市町村保健師 10 名のうち 5名が参加した。 

 実践後のインタビューでは，「対話的子育て支援のための心構えガイド」を意識する効果

として，2つが明らかとなった。1つ目は，【不確かなままでいるための拠り所を得る】で



あり，これは，共通言語や拠り所を得て安心した，親・家族の力（語る力や選ぶ力）を尊

重できたなどで構成された。2つ目は，【対話の姿勢に新しい意味を見つけて，多様な視点

で理解する】であり，これは，提示された対話の姿勢に新しい言葉をつける，継続的な子

育て支援や対話への新しい考え方を見つけるなどで構成された。 

 「対話的子育て支援のための心構えガイド」は，保健師が，対話において親・家族の力

（語る力や選ぶ力）を信じ，結論を急がず不確かなままで対話を続けるときの拠り所とな

ること，さらに保健師が対話の姿勢に新しい意味を見つけ，子育て支援や対話を多様な視

点から理解していく足がかりとなることが明らかとなった（Yamamoto，Kadoma，Asano & 

Nomura, 2022）。 

以上のプロセスを経て，子育て支援において，親・家族との対話を継続しやすくし，対

話の姿勢そのものへの理解を広げる効果が期待できるガイドとして「対話的子育て支援の

ための心構えガイド」を考案した。 
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